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『

宋
書
』

謝

霊
運
慱
は

、

霊

運
が

廣
州
で

棄
市
に

處
せ

ら
れ
た

時
の

作
「

臨
死

詩
」

で

結

ば
れ

て
い

る
。

こ

の

詩

は

唐

初
の

釋
道

宣
『

廣
弘

明
集
』

に

も
収
め

ら

れ
て

い

る

が
、

内
容
に

か

な
り

異

同
が

あ

る
。

す
な

わ

ち

句

数
は

『

宋
書
』

引
が

全
12
句

で
、

『

廣
弘

明
集
』

の

方
は

全
14

句
。

『

宋
書
』

引
の

内
容

は

佛
教
に

関
り
が

な

い

が
、

『

廣
弘
明
集
』

の

方
は
、

當
然
の

こ

と

な

が
ら
佛
教
色
が

濃

厚
。

ど
ち

ら
を

採
る

か

に

よ
っ

て

最

期
に

臨
ん

で
の

霊
運
の

思
い

が

大

き
く

異
な
っ

て

く

る

し
、

さ

ら

に

は

霊

運
の

人
物
、

生

涯
に

つ

い

て
の

解
釈
も
異
な
っ

て

く
る

。

　

『

宋
書
』

に

引
く
も
の

と

『

廣
弘
明

集
』

の

ど
ち
ら

の

「

臨
死

詩
」

が

本

來
の

形
な
の

か
、

ま

だ

結

論
は

出
て

い

な
い

よ
う
な
の

で
、

こ

れ
ま

で

調
べ

た

こ

と

を

次
の

順
序
で

ま

と

め
て

お

く
こ

と

に

し
た

。

　
一

、

謝
靈

運
「

臨
死

詩
」

　
二

、

「

臨
死
詩
」

本
來
の

形

　

1

詩
の

内

容、

構
成

　

2

佛
教
的
要
素
の

問
題

　

三
、

沈
約

「

謝
霊
運
慱
」

撰
述
の

意

図

1
『

宋
書
』

謝
靈
運
傳
の

構

成

2
『

宋
書
』

顔
延
之
傳
と

の

関
わ

り

　

　
　
一

　

謝
靈
運
「

臨
死
詩
」

　
謝
靈
運
「

臨
死

詩
」

に

は
、

『

宋
書
』

謝
靈

運

傳
に

引
く
も
の

（
全

12
句
）

の

他
に

、

『

廣
弘
明
集
』

巻
三
十

上
に

収

め

る

も
の

（

全
14

句）

が

あ
る

。

（
『

宋

書
』

は

齊
の

永
明
六

年
嫺

に

完
成

。

『

廣
弘

明

集
』

は

唐
初、

釋
道
宣

、

高
宗

乾
封
二

年
 

卒
」

の

編
）

。

兩
者
は

句
数
だ

け
で

な
く
、

後

半
部
の

内
容
が

大
き

く

異
な
っ

て

い

る．、

す

な
わ

ち
、

『

宋
書
』

謝
靈
運

傳
に

引
く

も
の

。

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
の

こ

 
聾

勝
無
餘
生

 
李

業
有
終
盡

 
稽
公
理

既
迫

 
霍
生
命
亦
殞
」

 
悽
悽
凌
霜
葉

 
網

網
衝
風

菌

 
邂

逅
竟
幾
何

 
修
短

非
所
愍
」

聾
勝
に

餘
り

の

生

は

無

く

　
　

　
つ

ひ

李
業
に

終
に

盡
く
る

有
り

稽
公

は

理

既
に

迫
り

　
　

　

　
　

　

　
　
つ

　
　

　
さ
だ

め

霍
生

は

命

も
亦

た

殞
く

　
　

　

　
　

　
し

の

悽
悽
た

り

霜
を

凌

ぐ
葉

　
　

　

　
　

　
む

か

　
　

　

　
　

　

　
　
き
の

ニ

網
網
た
り

風
に

衝
ふ

菌

　
　

　

　

レ

く

ば
く

　
　

つ

ひ

カ

し

こ

う

邂

逅

竟
に

幾

何
ぞ

　
　

　
う

れ

修
短

は

愍
ふ

る

所
に

非
ざ
る

も
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送
心
自
覚
前

　

心
を
送
る

自
覚
の

前

　
　

　
　
　

　
　
　
こ

 
斯
痛
久

巳

忍

　

斯
の

痛
み

久

し

く
已
に

忍

ぶ

 
恨
我
君
子
志

　

恨
む
ら

く

は

我

が

君
子
の

志
も

て

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ほ

ろ

　
　

　
　

　

え

 
不

獲
巖
上

泯

　

巖
上

に

泯
ぶ

る

を

獲
ざ
る
こ

と

　
　
「

餘」

字
、

廣
作
「

遺」
。

「

李
」

字
、

廣
作
「
季
」
。

　
　
「

公
」

字
、

廣
作
「

叟
」

。

「

生
」

字
、

廣
作
「

子
」

。

　
　
「

凌
」

字
、

廣
作
「
後
」

。

「

葉」

字
、

廣
作
「
柏
」

。

　
　
「
網
網
」

二

字、

廣
作
「
納

納
」

。

「

幾

何」

二

字、

廣
作
「
無
時
」

。

　
　
「
自
」

字、

廣
作
「
正
」

。

「

獲
」

字
、

廣
作
「

得
」

。

　
　
「
送
心

自
覚
前
、

斯
痛
久

已
忍
」

二

句
、

廣
在
「

恨
我
君

子

志、

不

　
　

獲
巖
上

泯
」

二

句
下

。

　
　

　
　
の

こ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
つ

い

・

襲
勝
に

餘
さ
れ

た

生
は

無
く

、

李
業
は

終
に

盡
く

る

運

命
で

あ
っ

た
。

稜
公

は

理

と

し
て

既
に

死

が

迫
っ

て

お
り
、

霍
生
も

さ
だ
め

　

　
　

　

　
つ

　

命

は

亦
た

殞
き

て

し

ま
っ

た
。

」

　
　
＊

以

上
の

「

君
子
の

志
」

を

遂
げ

ん

と

し

て

果
た

せ

な
か
つ

　
　

た

四

人

に

自
分
を

重

ね
合
わ

せ

な
が

ら
、

　
　

　
　
　

　
　
　
し

の

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

む
か

・

悽
悽
と

し
て

霜
を

凌
が

ん

と

す
る

葉
、

綱
網

と

し

て

風
に

衝

ふ

菌
。

よ
き

時

よ

き

人

と

の

出

會
い

は

結
局
ど

う
だ
っ

た
の

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
う
れ

か
、

命
の

長
い

短
い

は

愍
え

る

所
で

は

な
い

け

れ

ど
。

」

　
　

＊

自
分

も
空
し

い

抵

抗
の

す

え

に
、

彼
ら

と

同
じ

よ

う
な

こ

　
　

と

に

な
っ

て

し

ま
っ

た
。

こ

れ
ま
で

、

・

己
の

生

き

方

を
注
意
深
く
見
つ

め

な
が

ら
、

こ

の

痛
み

を

久

し

く
忍

ん

で

き

た
の

だ
が

。

恨
ま

れ

る
の

は

我
が

「

君
子
の

志
」

を

も
っ

て
、

巖
上

に

泯
ぬ

こ

と

が

で

き

な

か
っ

た

こ

と
だ

。

　

＊

「

斯
の

痛
み
」

と

は
、

権
力

者
の

圧

力
の

た
め

に

「

君
子

の

志
」

を

果
た

す
こ

と

が

で

き

な

か
っ

た
こ

と
。

「

恨
」

ま

れ
る
の

は

「

君
子
の

志
」

を

持

ち
続
け
て

「

巖
上
」

に

果
て

る
こ

と
が

で

き

な
か
っ

た
こ

と
。

『

廣
弘

明

集
』

巻
三

十
上

所
淑
切

も
の

。

 
聾
勝
無
遺
生

　

聾
勝
に

遺
さ
れ
た

る

生
の

無
く

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
つ

ひ

 
季
業
有
終
盡

　

季
業
に

終
に

盡
く
る

有
り

 
稜
叟
理

既

迫

　

稀
叟
は

理

既
に

迫
り

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
さ

だ

め

　

　
　

　
　
つ

 
霍
子

命
亦

殞
」

　
霍
子
は

命

も
亦
た

殞

く

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
お
く

 
悽
悽

後
霜
柏
　

悽
悽
た

り

霜
に

後
れ

た

る

柏

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ふ

　
　
　
　
　
　
　
き

の

こ

 
納
納

衝
風

菌
　

納
納
た

り

風
に

衝
か

れ
た

る

菌

　
　
　

　
　
　

　
　
か

い

こ

う
　
つ
ひ

 
邂
逅

竟

無
時

　

邂
逅

竟
に

時

無
し

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
う
れ

 
修
短

非
所
愍
」

　
修
短
は

愍
ふ

る

所
に

非
ざ

る

も

 
恨
我
君
子
志

　

恨
む

ら

く
は

我
が

君

子
の

志

も
て

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ほ

ろ

 
不

得
巖
上

泯

　

巖
上

に

泯
ぶ

る
を

得
ざ
り

し
こ

と

　
（

し

か

し

な

が

ら
、

こ

れ

ま

で
）

 
送
心

正

覚
前

　

心

を
正

覚
の

前
に

送
り
て

 
斯
痛
久
已

忍

　

斯
の

痛
み

久
し

く

己
に

忍
ぶ

 
唯
願

乘
來
生

　

唯
だ

願
ふ

は

來

生

に

乘
じ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
お

も

ひ

 
怨
親
同
心

朕

　

怨
と

親
に

心
朕

を

同
じ

く
せ

ん

こ

と
を

　
　

『

宋
書
』

引
 
 
「

恨
我
君

子

志、

不

得
巖
上

泯
」

在

 
 

　
　
「

送
心
正

覚
前、

斯
痛
久

已

忍
」

二

句
上
、

 
 
「

唯
願
乘

　
　

來
生
、

邂
逅
竟
無
時
」

二

句
、

『

宋
書
』

引
無

。

　
　
　

　

の

こ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

ひ

・

襲

勝
に

は

遺
さ

れ
た

生
命
は

無

く
、

季

業
は

終
に

盡
き

る

定

め

に

あ
つ

た
。

稚
叟
は

理
と

し

て

死
が

既
に

迫
っ

て

お

り
、

霍

一 2 一
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つ

子

は

運
命
が
亦
た

榊
さ

て

い

た
。

，

棲

悽
と

し

敵
こ

霜
に

後

れ

た

柏
の

ご

と

く
、

網
網
と

し

て

風
諏

衝
か

れ
た

菌

の

よ

う
に

。

よ
き
時

よ

き
人
と

の

出
會
い

は

竟

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
う
れ

に

機
會
が

無
か
っ

た
、

命
の

長
短
は

愍
え

る

所
で

は

な
い

け

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ほ

ろ

れ
ど

。

恨
む

ら
く
は

我

が
「

君
子
の

志
」

を

保
っ

て
、

巖
上

に

泯

ぶ
こ

と
が

で

き
な
か
っ

た

こ

と
。

」

・

こ

れ

ま

で

「

佛
の

悟
り

」

に

従
っ

て
、

斯
の

痛
み
を
久
し

く
忍

ん

で

き

た

の

だ

が
。

願

わ

く
は

來
生

に

お

い

て

は
、

怨
の

あ

る

人
、

親
し
い

人
の

區
別
無
く

同

じ

思
い

で

接
し

た
い

も
の

だ
。

　
『

宋
書
』

引
、

『

廣
弘

明

集
』

所
収
の

ど

ち

ら
が

本

來
の

形
な
の

か
。

『

宋
書
』

所
収
の

方
に

は

佛
教
色
が

無
い

が
、

『

廣
弘

明

集
』

の

方
は

佛

教
と

深
く

関
わ
っ

て

お

り
、

ど

ち
ら

が

本

來
の

も
の

で

あ

る

か

に

よ
っ

て
、

靈
運

と

い

う
人

物
の

見

方

が

大
き

く

異
な
っ

て

く
る．、

　

す
な
わ
ち
、

前

朝
の

遺
臣

で

あ

り
、

「

褊
激
の

性
」

の

ゆ

え

に
、

「

君
子

の

志
」

を

遂
げ
ん

と

す
る

も
か

な

わ

ず
、

佛
の

教
え

に
よ

る

冥
福
を

願
い

な
が

ら

最
期
を

遂
げ
た

人

物
な
の

か
、

そ

れ

と

も
、

権
力

側
の

悪

意
に

最
後
ま
で

抵
抗
を

続
け

た

が
其
の

甲
斐
も

な

く、

「

君
子

の

志
」

を

遂
げ

る
こ

と

な

く
無
念
の

最
期
を

遂
げ
た

人
物

で

あ
っ

た

の

か
。

　

　

　
二

　
「

臨
死

詩
」

本

來
の

形

　

謝
靈

運
の

「

臨

死

詩
」

は
、

以
上

述
べ

た

よ

う
に

『

宋
書
』

靈

運
傳
に

引
か

れ
て

い

る
も
の

と
、

『

廣
弘
明

集
』

に

収
め

ら

れ
て
い

る
も
の

の

二

通

り

が

傳
え

ら

れ

て

い

る
が

、

の

な
の

で

あ
ろ

う
か

。

ど

ち

ら

が

本

來
の

も

　
　

　
1

詩
の

内
容
、

構
成

　

先
ず
、

兩
作
品
の

内

容
と

構

成
を
比

較
し

て

み

る
。

手

を
加
え

ら

れ
た

作
品
に

は
、

ど

こ

か

不
自
然
な

箇

所
が

あ

る

も
の

で

あ
る

。

　
『

廣
弘

明
集
』

所
収
の

場
合
は
、

 
〜

 
句
で

、

「

君

子
の

志
一

を

果
た

さ
ん

と

し

て

果
た

せ

な

か
っ

た

前
代
の

人
た

ち
、

漢
の

翼

勝
、

後
漢
の

李
業、

西
晉
の

稽
紹
（

或
い

は

藕
康）

、

霍冖
原
を

列
擧

す

る
。

「

君
子
の

志
」

と
は

、

『

易
』

困
卦
の

象

傅
に

「

澤
に

水
無

き

は

困
。

君
子

は

以
て

命
を

致
し

て

志
を

遂
ぐ
」

と

あ

り
、

君
子

は

國
家
の

困
難
な

時

に

當
た
っ

て

は
、

命
を

棄
て

て

も

忠
君
の

志

を

遂
げ
る
べ

き

こ

と

を
い

う
。

翼

勝
は
王

莽
が

漢
を

奪
っ

た

と
き

、

入

朝
を

請

わ

れ

た

が

拒

否
し
、

絶

食
し

て

死

ん

だ
。

李

業
は

後
漢

の

初
め

公

孫
述
が

益

州
に

據
っ

て

帝
と

稱
し

て

業
を

召

し

た

が
、

業
は

そ

れ

を
拒
否
し

、

送
ら
れ
た

毒
を

飲
ん

で

死

ん

だ
。

稽

紹
は

、

西

晉
末
の

大

乱

で
、

恵
帝
を

身
を
以

て

守
ろ

う

と
し

て

死
ん

だ
。

霍
原
は

僭
上
の

振

舞
い

を

重
ね
て
い

た
王

浚
の

命
に

従
わ

な
か
っ

た
た

め
に

恨
ま

れ
て

殺
さ

れ

た
。

靈
運
の

場
合
の

「

君
子
の

志
」

の

内
容
は、

祖
父

謝
玄
、

そ
の

叔
父
の

謝
安
ら
が
、

主

君
で

あ

る
晉
王

室

に
盡
し
た

忠

節
で

あ
っ

た
ろ

う
。

霊
運
は
そ

れ
に

類
す

る
業

績
を

挙
げ
る
こ

と
を

願
っ

て
い

た
。

　

 
〜

 
句

ま

で

は
、

文
字
の

異
同
が
幾
つ

か

有
る
が

『

宋

書
』

引
と

内

容
に

あ
ま

り

変
り

は
な

い
。

問
題
は

そ

の

後
の

部
分
で

あ

る
。

す
な

わ

ち
、

 
〜

 
句
の

、

上

述
の

四

人
の

「

君

子
」

に

自
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分
を

重

ね

合
わ
せ

な
が
ら

、

不

當
な
庄

力
に

耐
え
て

抵
抗
を

續
け

る

姿
と

、

結
局
、

救
い

の

手
は

得
ら

れ

な
か

っ

た

こ

と

を
詠
っ

た

後
に

、

　
　

　
　
　
『

宋
書
』

　
　

　
　
　

　

二

句
が

、

に

置
か

れ
て

お

り
、

『

宋
書
』

引
に

は

無
か
っ

た

怨
親

同
心

朕
」

二

句

が

結
び

と

な
っ

て

い

る
こ

と

で

あ
る

。

　
『

廣
弘
明
集
』

に

収
め

る

詩
の

構
成
か

ら

い

う
と
、

 
 
「

恨
我

君
子

志
、

不
獲

巖
上

泯
」

二

句
は

、

 
〜

 
句
の

流
れ
の

中
に

入

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
つ
い

る
の

で

あ

ろ

う
。

「

よ

き

時

よ

き

人
と

の

出
會
い

は

竟
に

そ
の

時

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
う
れ

が

無
か
っ

た
。

命
の

長
短

は

愍
う
る

所
で

は

な
い

が
」

に

續
け
て
、

「

た

だ
残

念
な
こ

と

は

我
が

『

君
子
の

志
』

を

懐
い

て
、

巖
上

に

死

ね

な
か

っ

た
こ

と

だ
」

の

よ

う
に

。

し

た

が
っ

て

『

廣
弘

明
集
』

で

は

こ

れ
は

結
論
で

は

な

い
。

こ

こ

で
→

息

入
れ
て
、

結
び
の

第

 
〜

 
句
に

移

り

「

不

當
な
圧

力
の

為
に

『

君
子
の

志
』

を

果
た

せ

な
い

『

痛
み
』

を
、

全

て

は

煩
悩
と

す
る

佛
の

教
え

に

従
っ

て

忍
ん

で

き

た

の

だ
っ

た

が
。

今
は

唯
だ

來
世
の

冥
福
を

願

う
ば
か

り

だ
」

と
一

首
を
ま

と
め

て

い

る
。

　

 
恨
我
君
子

志

　

 
不
得
巖
上

泯

　

 
送
心

正

覚
前

　

 
斯
痛
久

巳

忍

　

 
唯
願

乘
來
生

　

 
怨
親

同
心

朕

の

よ

う

に
、

不

獲
巌
上

泯
」

恨
む

ら

く
は

我
が

君
子
の

志
も
て

　

　
　
ほ

ろ

巖
上

に

泯
ぶ

る

を
得
ざ

り
し
こ

と

心
を

正

覚
の

前
に

送
り

て

斯
の

痛
み

久
し

く

已

に

忍
ぶ

唯
だ

願
ふ
は

來
生

に

乘
じ

　

　
　
　

お

も

ひ

怨
と

親
に

心

朕
を

同
じ
く
せ

ん
こ

と

を

で

は

結
び
に

な
っ

て

い

る

「

恨
我
君
子
志

、

　

　
「

送
心
正

覺
前

、

斯
痛
久
巳

忍
」

の

前

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

「

唯

願
乘
來
生

、

　

こ

れ

に

籤
し

て

『

宋

書
』

引
の

場
合
、

前
半
の

八

句
の

内
容

は

『

廣
弘

明

集
』

と

殆
ど

変
り

は

無
く
、

 
〜

 
句

で

は
、

 
〜

 

句
に

挙
げ
た

四

人
の

「

君
子
」

に

自
分
を

重
ね

な
が

ら
、

権
力
の

不

當
な

圧

力
に

耐
え

て

抵
抗
を

續
け
る
己

の

姿
と
、

し

か

し

結
局

、

救
い

の

手

は

得
ら
れ
な
か
っ

た

歎
き

を
詠
う

。

　

結
び

の

四

句
は
、

 

 
で

、

己

自
身
と
、

自
分

を

取

り

巻
く

現

実
を
直
視
し

て
、

「

君
子
の

志
」

が

果
た
せ

な
い

「

痛
み
」

を
「

久

し

く

忍
」

ん

で

き
た

こ

と

を

述
べ

、

 
 
句
で

は

「

我
が

君

子
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ほ

ろ

志
」

を

懐
い

た

ま

ま

「

巖
上

に

泯

ぶ
」

こ

と

が

で

き
な
か
っ

た

の

が

「

恨
」

め

し
い

と
言
っ

て

結
ぶ

が
、

こ

こ

で

『

廣
弘

明

集
』

所

収
と

大

き
く

異
な
っ

て

く
る

。

す

な

わ

ち
、

既
に

述
べ

た

よ

う
に

『

廣
弘

明
集
』

で

の

 
 
句
と

 
 
句
の

順
序
が

入

れ

替
わ
り

、

結
び
の

 
 
二

句
が

無
く

な
っ

て

い

る
。

（

『

廣
弘
明
集
』
）

　

 
恨
我
君
子
志

 

劉
測

　

 
送
心
正

覚
前

　

 
斯
痛，
久
已
忍，

　

 
唯
願

乘
來
生

　

 
怨
親
同
心
朕

兩
者
を
比
べ

る
に

、

（

『

宋
書
』

）

 
送
心
自
覚
前

 
斯
痛，
欠
已

，

忍

 
恨

我
君
子

志

 

閣
瀏

　
　

　
　
　

　
　
　
『

宋
書
』

引
の

方
は

「

君

子
の

志」

を

遂
げ
ん

と

し

て

果
た

せ

ず

無
念
の

最
期
を

遂
げ
た

四

人
の

「

君
子
」

を

挙

げ
て

、

自

分
も
彼

ら
と

同
じ

よ

う
に

権
力
の

不

當
な
圧

力

に

抗
し

て

き

た
が

、

結
局

志
は

遂
げ

ら
れ

な
か
っ

た
、

と
い

う
格
調
の

高
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い

前

半
と

、

そ
の

後
の

、

志
の

果
た

せ

な

か

っ

た

わ

け
を
我
が

身

に

反

省
し

て
、

久

し

く

其
の

痛
み

を
忍
ん

で

き

た

の

だ

が
、

恨

め

し

い

の

は

「

君
子
の

志
」

を

胸
に

巌
上
で

死

ぬ

こ

と

の

で

き
な

か

っ

た

こ

と
、

と
い

う
「

後
ろ

向
き
」

の

姿
勢
が
、

ど

う

も
う
ま

く

繋
が

ら
な
い．、

　

こ

の

詩
の

流
れ

か

ら
言
え

ば
、

最
後

は

「

君

子
の

志
」

を
遂
げ

ん
と

し

て

非

業
の

最
期
を
と

げ
た

前
述
四

人
の

「

君
子
」

と
、

同

様
の

運

命
を

辿
る

こ

と
に

な
っ

た

無
念
の

思
い

で

結
ば
れ

る

は

ず

で

あ
ろ

う
。

　
一

方
『

廣
弘

明
集
』

に

収
め

る
全
14
句
で

は
、

上
述

四
人
の

「

君

子
」

に

自

分
を

重
ね

な
が

ら
、

時
の

権
力
者
の

圧
力

に

耐

え

て

抵

抗
を

續
け

る

姿
と

、

結
局

、

救
い

の

手

は

得
ら
れ

な

か
っ

た

こ

と

を
詠
っ

た

後
で
、

 
 
句
「

恨
我
君

子
志、

不
獲
巖
上

泯
」

（

残
念

な
の

は

我
が

『

君
子
の

志
』

を

懐
い

た

ま
ま
、

巖
上

に

死

ね

な

か

つ

た

こ

と
）

と
、

こ

こ

で
一

息

入

れ

て

結
び
の

段

落
に

移
り
、

 

〜

 
句
で

「

不

當
な

圧
力
の

為
に

『

君
子
の

志
』

を

果
た

せ

な

い

『

痛
み
』

を
、

佛
の

教
え

に

従
っ

て

こ

れ

ま

で

忍

ん

で

き
た
の

だ

つ

た

が
。

今
は
唯
だ

來
世
の

冥

福
を

願
う
だ

け
だ
」

と

結
ば
れ

る
。

　

以
上

の

よ

う
に

兩
者
を

比

較
し

て

み

て
、

→

篇
の

構

成
が
整
っ

て

い

る

こ

と
、

ま

た

靈

運
の

心

情
の

流
れ

が

自

然
で

あ

る

点
で
、

『

廣
弘
明

集
』

に

収
め

る

金

14

句
の

方
が

本
來
の

形
の

よ

う
に

思

わ

れ
る

。

な

お
、

沈
約
は

「

臨
死

詩
」

に

続
け
て

、

　

詩
所
稱

聾
勝
李
業、

猶
前
詩
子
房

魯
連
之

意
也．、

　

詩
に

稱
す
る

所
の

「

聾

勝、

李

業
」

は
、

猶
ほ

前
詩

の

子

房
、

　

魯

連
の

意
の

ご

と

き

な
り

。

と
い

う
補

足

説
明
を
加
え
て

い

る
。

「

前
詩
」

と
は
、

臨
川
郡

に

お

い

て

自
分
を
捕
え
ん

と

し
た

官
兵
に

抵
抗
し
た

時
の

詩
、

　
　

韓
亡

子

房
奮、

秦

帝
魯
連
恥

。

　
　

本

自
江
海
人
、

忠

義
感
君
子

。

の

こ

と

で

あ

り
、

「

臨
死

詩
　

の

冒
頭
の

「

聾
勝

、

李
業
」

は

臨

川

郡
で

の

詩

に

お

け
る

「

子

房
、

魯
連
」

と

同
じ

よ

う

な

人
た

ち
の

こ

と

だ

と

い

う
。

つ

ま

り

「

聾

勝、

李
業
」

ら

は
、

前
詩
の

「

子

房
、

魯
連
」

と

同

じ

く

「

君
子
の

志
一

を

遂
げ
ん

と

し

た

人

た

ち

で

あ

り
、

霊

運
も

彼

ら
と

志

を
同

じ

く

し
て

果
て

た
こ

と

を

沈
約

は
強
調
し

て

い

る
よ

う
だ

。

　

沈
約
が

何

故
こ

の

よ

う
な

補
足

を

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

か
っ

た

の

か
。

お

そ

ら

く
そ
れ

は

『

宋
書
』

の

「

臨
死

詩
」

の

結
び

、

　

送
心

自
覺
前、

斯
痛
久

己

忍
。

　

恨
我
君
子

志、

不

獲
巌
ヒ

泯
。

と
い

う、

死

に

臨
ん
で

の

霊

運
の

思
い

が
、

前
半

に

挙
げ
た

四

人

の

「

君

子
」

の

檄
し
い

生
き

様
、

　

翼
勝
無
餘
生
、

李
業
有
終
盡

。

　

稽
公

理
既
迫、

霍
生
命
亦
殞

。

に

比
べ

て
、

些
か

消
極

的
な
感
じ

を
與
え

る
こ

と

が

氣
に

な
っ

た

た

め

で

あ
ろ

う
。

　
以

上

述
べ

た

よ

う
な
理
由

で
「

臨
死

詩
」

は
、

『

廣
弘

明
集
』

に

収
め

る

全
14
句
の

方
が

本
來
の

形
の

よ

う

に

思
わ

れ

る

が
、

そ
う
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で

あ

れ

ば
誰
が

改

作
の

手

を
加
え

た

の

で

あ

ろ

う

か
。

手

が

か

り

は
一

つ

あ
る

。

そ

れ
は

『

宋
書
』

引
に

は
、

『

廣
弘
明

集
』

所
収
に

は
濃
厚
で

海
っ

た
佛

教
色
が

無
く

な
っ

て

い

る

こ

と

で

あ
り

、

そ

れ

は
誰
か

が

意
図
的
に

除
い

た

と
し

か

考
え

ら

れ
な
い

か

ら
で

あ

る
。

す
な
わ
ち

『

宋

書
』

引
の

方
は

『

廣

弘
明

集
』

所
収
に

比
べ

て
、

・

 
「

送
心

正

覚
前
」

の

「

正

覚
」

（

佛
の

悟

り
）

を
、

佛
教
色
の

　

薄
い

「

自
覚
」

（

自
分
の

カ

や
生
き
方
を
自
ら
悟
る
）

に

改
め

て

　
い

る
。

・

來
世
の

冥

福

を
願

う、

結
び

の

 
「

唯
願

乘
來
生
」

 
「

怨
親

　

同
心

朕
」

二

句
を

省
い

て
い

る
。

・

 
「

恨
我

君
子
志
」

 
「

不
得

巖
上

泯
」

二

句
を

結
び

に

ま

わ

　

し

て
、

改

作
に

よ
っ

て

生
じ

た
一

首
全

体
の

纏
ま
り
の

な

さ
を

　

整
え

よ

う
と

し

て
い

る
。

こ

の

よ

う
に
、

実
に

巧
み

に

佛

教
色
を

排
除
し

て

詩

句
を
ま
と

め

て

お

り
、

そ

れ

は

意

図
的
と

し

か

考
え

ら

れ

な
い

。

そ

れ
で

は

誰

が

こ

の

よ

う
に

巧
妙
に

改

作
し

た

の

か
。

お

そ

ら
く

そ

れ
は

『

宋

書
』

霊

運

傳
の

撰
者
で

あ
り
、

當
代
詩

壇
の

大

家
で

も
あ
っ

た

沈

約
で

は

な

か

っ

た

か
。

以
下

、

こ

の

よ

う

な
推

測
に

基
づ

い

て

論

　

　
　

　

　

　
　

　　
ユ　

を
進
め

る
こ

と

に

す
る

。

　

さ
て

そ

れ
で

は

沈

約
は

、

何

故
「

臨

死

詩
」

に

こ

の

よ

う
な

手

を

加
え

た

の

か
。

お

そ
ら
く

そ

れ
は

彼
の

霊
運

観
に
基
づ

い

た

た

め

で

あ

ろ

う
。

後
で

述
べ

る
よ

う
に

沈
約

は
、

「

霊
運
は

『

君
子
の

志
』

を
遂

げ
ん

と

し

た

が

果
た

せ

ず
、

無
念
の

最
期
を
と

げ
た

人

物
」

と

考
え

て

お

り
、

従
っ

て

「

臨
死

詩
」

に

來
世
の

冥
福
に

頼

る

内
容
が

あ

る

と

自
分
の

懐
い

て

い

る

霊

運
観
に

抵
触
す
る
こ

と

に

な

る
。

そ

こ

で

沈
約
は
こ

の

よ

う
な

変
更

を

し

た
の

で

は
な

か

ろ

う

か
。

　

　
　
2

佛

教
的

要
素
の

問
題

　

以

上

は

『

宋

書
』

引
「

臨
死

詩
」

に

は

沈
約
の

改

訂
が

加
え

ら

れ

て

い

る
、

と

す
る
こ

と
に

つ

い

て

の

推
論
で
あ

る
が

、

次
に

『

廣

弘
明
集
』

所
収
に

は
存
在
し

て

い

た

佛

教
的
要

素
が
『

宋

書
』

引

の

方
で

は

無
く
な
っ

て

い

る

こ

と
に

つ

い

て
、

霊

運
の

「

臨
死

詩
」

に

そ

れ

が
あ
っ

て

も
不

自
然
で

は

な
い

と

い

う

拠
り

所
を

、

霊

運

の

生

涯

の

面
か

ら

見
て

み
る

。

 
霊

運
と

佛

教
の

関
わ

り

に
つ

い

て
。

 
元

嘉
五

年
（

四
二

八
）

四

十
四

歳
の

春

に

侍

中
の

職
を

辞
し

て

　

　
6

　
始

寧
の

墅

に

歸
っ

て

か

ら
、

十

年
（

四
三

三
）

に

廣
州
に

徙
さ

　
　
　

　
れ
る
ま
で
の

數
年
間
の

霊
運
の

動
静
に

つ

い

て
。

 
霊
運

と

佛

教
の

関
わ

り

に
つ

い

て
。

・

靈

運

は

年
少
の

頃
か

ら

佛
教
と

深

く

関

わ
っ

て
い

る．．

十
五

歳

　
の

時
に

は

已

に

佛

教
を
信
仰
し

て

お

り
、

慧
遠
に

入
門
を
願

う

　
も

許
さ
れ

な
か

っ

た

と
い

う
。

（

謝
霊
運

「

慧
遠
法

師
誄
序
」

）

・

永

嘉
郡

に

左

遷
さ
れ

て

い

た

時

に

は
、

行

を

共
に

し
た

諸
僧
と

　
の

「

辯
宗

論
」

論

争
が

あ

り、

頓
悟
と

漸
悟
に

つ

い

て

激
論

を

　
交
わ

し

て

い

る
。

（

謝
霊

運

「

辯
宗
論
」
）

・

永

嘉
太
守

を
一

年
で

辭
し

て

始

寧
に

歸
る
と
、

山
中
で

曇
隆
法

　
師
ら
と
二

年
間
の

佛
道
修
行
を

續
け
て

い

る．．

（

謝
霊

運

「

山

居
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賦
」

）

　

　
　
　
め

・

文

帝
に

徴
さ
れ
、

始

寧
の

墅

を
出

て

出
仕

。

文

帝
の

待
遇
が

意

　

に

適
わ

ず
、

二

年
後
に

再
び

始

寧
に

歸
る

が
、

會
稽
太

守
孟
頻

　

と

佛

教
の

悟
り
の

方
法
「

頓
悟
」

と
．

漸

悟
」

の

こ

と
で

対
立

。

　

（
『

宋

書
』

本

傳
）

・

臨
川
内
史
に

赴

任
す
る

前、

都
で

慧
嚴
ら
と
佛
典
（

『

大
般
浬

槃

　

經
』
）

修
改
の

作

業
を

行
う

。

（

『

高
僧

傅
』

巻
七
、

慧
厳

傳
）

靈

運
の

佛
教

信
仰
は
こ

の

よ

う
に

生

涯

に一
旦

っ

て
の

深
い

も
の

で

あ
り
、

「

臨
死

詩
」

の

結
び

で

來
世
の

冥
福
を

願
っ

た
と
し

て

も

不

自
然

な
こ

と
で

は

な
か

ろ

う
。

 
元

嘉
五

年
以

後、

廣
州

流
徙
ま

で

の

靈
運
の

動

静

　

元

嘉
五

年
（

四

二

七
）

に

病

氣
療
養
と
い

う
こ

と

で

都
か

ら

始

寧
に

歸
ら

さ
れ

て

か

ら
、

會
稽
太
守
孟

顎
と
の

確

執
を

経
て

臨
川

内
史
に

遷

さ
れ
、

郡
で

靈

運
逮
捕

の

た

め

に

派
遣
さ
れ

た

官
兵
に

反

抗
し

て

廷
尉

に

送
ら

れ
る

ま

で

の

數
年
間
に

お
け
る

靈

運
の

言

動
は
、

永

嘉
太
守
辞

任
後
の

始

寧
の

墅
に

お

け

る

行
動
と

は

大

き

く
変

化
し

て

い

る
。

そ
の

様
子

を
、

　

1
始

寧
の

墅
に

お

け

る

仲
間
と
の

荒
宴
I
−

免
官

　

2
農
地
拡
大
と

、

従
者
數
百

人

を

連
れ
て

の

山

中

遊

行

　

3
會
稽
太

守
孟

顎
と

の

確

執

　

4
臨
川
郡

に

お

け

る

遊
放

、

反

逆．、

の

順
に

見

て

い

く
。

1

始
寧
の

仲
間
と
の

荒
宴
−
免
官

　
靈

運
以

疾
東

歸、

而

遊
娯
宴

集
、

以
夜
續
晝

。

復
爲
御
史
中

丞

　
傅
隆
所
奏

、

坐

以

免
官

。

　
　
　
や

ま
ひ

靈

運
は

疾

を

以

て

東
歸
す
る

も
、

而

も
遊
娯

宴
集
し
、

夜
を

以

て

晝
に

續
く

。

復
た

御
史
中
丞

傅
隆
の

奏
す
る

所
と

爲
り
、

坐

し

て

以
て

官
を

免
ぜ

ら

る
。

（

『

宋
書
』

本
傳
）

2

農
地

拡
大
と

、

従
者
数
百

人

を

連
れ
て

の

山

中
遊
行

　

靈
運
因
父

祖
之

資
、

生

業
甚
厚

。

奴
僮
既

衆
、

義
故
門
生
數
百

。

　

鑿
山
浚
湖
、

功
役

無

已
。

尋

山

陟
嶺

、

必

造

幽

峻
、

巖
嶂
千
重、

莫

　

不

備
盡

。

嘗
自
始

寧
南
山
伐

木
開
逕
、

直
至

臨
海

。

従
者
数
百

　

人
。

臨
海
太
守
王

砺
驚
駭、

謂

爲
山

賊、

徐

知
是
靈

運

乃

安
。

靈
運
は

父

祖
の

資
に

因
り

て
、

生
業

甚
だ

厚
し

。

奴
僮
は

既
に

癩

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
う
が

　
　
　
　
　
さ

ら

　
　
　
　
　
　
　
や

く
、

義
故
の

門

生

は

數
百

。

山
を

鑿

ち
湖
を

浚
ひ
、

功
役

已

む
こ

と

　

　
　
　

　
　
　

　
ね

た
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
い

た

無
し

。

山

を

尋

ね

嶺

を

陟
れ

ば、

必

ず
幽

峻
に

造
り

、

巌

嶂

千
重
、

つ
ふ

　
　

　
っ

ヒ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

み
ち

備
さ
に

盡
さ

ざ
る

莫
し

。

嘗
て

始
寧
の

南
山

よ

り

木
を
伐
り

て

逕
を

開
き
、

直
ち
に

臨
海
に

至

る
。

従
者
は

數
百

人
。

臨
海
太

守
王

銹

　

　
　
　
お

も

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
や

か

は

驚
駭
し、

謂
ひ

て

山
賊
と
爲
す

も
、

徐
て

是
れ

靈
運

な
る
を

知
り
て

乃

ち
安
ん

ず
。

（

『

宋
書
』

本
傳
）

3

會
稽
太
守
孟

顕
と

の

確
執

　
太
守

孟
顕

、

事
佛
精
懇

、

而

爲
靈
運

所

軽
。

嘗

謂
頻
日
、

得

道

　
應
須
慧
業

。

丈

人
生

天

當
靈

運
前

、

成
佛

必

在
靈
運

後
。

顕
深

　
恨
此

言
。

太
守
の

孟
顳
は
、

佛
に

郭
ふ

る

こ

と

精
懇
な

る

も
、

而
も

靈
運
の

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ま
さ

軽
ん

ず
る

所
と

爲
る

。

嘗
て

頻

に

謂

ひ

て

日

く
「

道

を

得
る

は

應

　
　
　

　
も

ち

に

慧
業
を

須
ふ
べ

し．、

丈
人
の

天

に

生
ま

る

る

は

當
に

靈
運
の

前

7
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な
る
べ

き
も

、

成

佛
は

必

ず
靈

運
の

後
に

在
ら
ん
」

と．、

頻
は

深

く
此
の

言
を
恨
む

。

（

『

宋
書
』

本

慱）

　

又

與
王

弘
之

諸
人

、

出
千
秋
亭

飲
酒

、

保
身
大

呼
。

顕
深
不

堪
、

　

遣
信
相
聞

。

靈

運

大
怒
日

、

身

自
大

呼、

何
關
癡
人

事
。

又

王

弘

之
の

諸
人
と
、

千
秋
亭
に

出
で

て

酒
を

飲
み

、

裸
身
に

し

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

つ

か

ひ

て

大
い

に

呼
ぶ

。

顕
は
深
く

堪
へ

ら
れ

ず
、

信

を
遣
は
し

て

相
ひ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

み
つ

か

聞
す

。

靈
運

大
い

に

怒
り

て

曰

く
「

身

自

ら

大

呼
す

、

何
ぞ

癡

人
に

關
る

事
な
ら
ん

や
」

と
。

　
（

『

南
史
』

本
傳
）

　

會
稽
東

郭
有
回

踵
湖

。

靈

運
求
決
以

爲
田

。

太

祖
令
州
郡

履
行

。

　

此

湖
去

郭
近
、

水
物
所

出
、

百
姓

惜
之

。

顕
堅

執
不

與
。

靈

運

　

既
不

得
回

踵
、

又

求

始

寧
胚

蝗
湖

爲
田

。

領
又

固
執

。

靈

運
謂

　

顕
非

存
利
民

。

正

慮
決

湖
多
害
生

命
。

言
論
毀

傷
之

、

與
顕

遂

　

構
讐

隙
。

因
靈

運
横
恣
、

百

姓

驚
擾

、

乃

表
其

異
志

、

發
兵

自

　

防、

露
板
上

言
。

會
稽
の

東
郭
に

回

踵
湖
有
り

。

靈
運

決

し

て

以
て

田
と

爲
さ
ん

こ

と

を
求
む

。

太
祖

は

州
郡

を

し

て

履
行
せ

し

む
。

此
の

湖
は

郭
を

　
　

　
　
　

　
　
　

　

い

つ

去

る
こ

と

近
く
、

水
物
の

出
る

所
な

れ

ば、

百
姓
は

之

を

惜
し

む
。

　
　

　
　
と

頻
は
堅

く
執
り

て

與
へ

ず
。

靈
運

既
に

回

踵

を

得
ざ
れ

ば
、

又

た

始

寧
の

胚
蝗
湖
を

求
め

て

田
と

爲
さ
ん

と

す
。

顕
は

又

た

固
執
す

。

　
　

　
お
も

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

た

靈
運

は

謂
ふ
、

頻
は

存
し

て

民
を

利
せ

ん

と

す
る

に

非
ず

。

正

だ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

お
も
ん

湖
を

決
し

て

多
く
生

命
を

害
す
る

を

慮

ば
か

る
の

み

と
。

言

論
も

て

之

を
毀
傷
し
、

頻
と

遂
に

讐
隙
を
構
ふ

。

靈
運

横

恣
な
る
に

因

り

て
、

百

姓

驚
擾
す
と

し
、

乃
ち
其
の

異
志
を

表
し

、

兵

を
發
し

て

自
ら

防
ぎ
、

露
板
も
て
上

言
す

。

（

『

宋
書
』

本

傳
）

　
靈

運
は

元

嘉
八

年
（

四

三
一
）

會
稽
太

守
孟

顕
に

、

不

穏
の

動

き

有
り
と

訴
え

ら

れ
、

急
遽

上

京
し

て

文
帝
に

弁

解
。

帝
は

靈
運

の

無
実
を

認
め

た

が
、

彼
が

始

寧
に

歸
る

こ

と

を
許
さ

ず
、

そ

の

ま

ま

臨
川
内

史
に

任
命
し

た
。

4

臨
川

郡
に

お

け
る

遊
放

、

反

逆

　

太

祖
知

其
見
誣
、

不
罪
也

。

不

欲
使
東

歸
、

以

爲
臨
川

内
史

。

在

　

郡

遊
放
、

不
異
永

嘉
、

爲
有
司

所
糾

。

司

徒
遣
使

、

隨
州
從

事

鄭

　

望
生

収
靈
運

。

靈
運

執
・

望
生
、

興
兵
叛
逸、

遂
有
逆
志

。

太
祖
は

其
の

誣
せ

ら
る
る
を
知

り
、

罪
せ

ざ
る
な
り

。

東
歸
せ

し
む

る

を

欲
せ

ず
、

以
て

臨
川
内
史
と

爲
す

。

郡
に

在
り

て

遊
放
す
る
こ

と
、

永
嘉
に

異
な
ら
ず

、

有
司
の

糾
す

所
と

爲
る

。

司

徒

使

を
遣
し
、

州

の

從
事

鄭
望
生

に

贐
ひ

て

靈

運
を

収
め
し

む．、

靈

運
は

望
生
を

執
・

し
、

兵
を

興
し
て

叛
逸
し

、

遂
に
逆
志
有
り

。

（

『

宋

書
』

本
傅
）

　
こ

の

時

期
、

靈
運
の

言
行

が

こ

の

よ

う

に

荒
れ
た

も
の

に

な
っ

た

原
因

と

し

て

は
、

そ

れ
ま

で
の

度
重

な

る

「

褊
激
」

な

る

言
行

に

よ
っ

て
、

政
權
中
樞
へ

の

関

與
が

も
は

や
絶
望
的
に

な
っ

た

こ

と
。

ま

た
、

そ

れ

ま

で

靈
運
の

側

に

在
っ

て

共
に

佛
道
修
行
に

励

ん

で

い

た

曇
隆

、

靈
運
の

忘
年
の

友
で

あ
っ

た

謝
惠
連
が

、

既
に

側
か

ら

離
れ

て
い

っ

て

し

ま
っ

て

い

た

こ

と

に

よ

る

孤

独
感、

な

ど

が

考
え

ら

れ
よ

う
。

こ

の

時
、

既

に

曇
隆
は

、

政

権
関
與
の

願

い

を

斷
ち
か

ね

て

始

寧
の

山

中

か

ら

都
に

出
て

行
っ

た

靈

運
を

見

放
し

て

旅
に

出
て

行
方

は

わ

か

ら
ず

、

謝
恵

連
は

仕
官
の

た

め

に

都
に

去
っ

て

い

た
。

8
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永
嘉

郡
太

守
で

あ
っ

た

時

期
の

後
半

か

ら
、

始

寧
の

墅
に

お

け

る
二

年

餘
り
の

問
に

詠
ん

だ

詩
に

は
、

靈
運

が

此
の

時

期
、

求
め

続
け
て
い

た

「

自
然
の

理
」

体
得
に

関
わ

り

の

あ
る
「

賞
」

「

美」

「

理
」

な
ど

の

語
が

多
く

見
ら

れ

た

が
、

都
か

ら

始

寧
に

歸
っ

て

か

ら

後
の

詩

に
は
全

く
見

ら

れ
な
く

な
っ

て

い

る
。

勿

論
、

臨
川

郡
赴

任
途
中
の

詩

に

も
そ

れ
ら
の

語
は

使
わ

れ
て

い

な
い

。

　

お

そ

ら
く

此
の

時

期
に

は
、

そ
の

絶
望
感
、

孤
独

感
か

ら
、

山

中
に

入
っ

て

「

自
然
の

理
」

を

求
め

る

氣
に

は
な
れ

な

か
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

「

自
然
の

理
」

体

得
の

目
的
は

、

「

自
然
の

理
」

と
一

体
と

な
っ

て

永
遠
の

生

命
を
得
る

こ

と

で

あ
っ

た

が
、

も
は

や
此

の

時

期
の

靈

運
に

は

俗
念
を

去
っ

て

「

自
然
の

理
」

を

体
得
す
る

こ

と

は

無
理
で

あ
っ

た
。

た

だ

佛
の

教
え

は

來
世
の

救

済
を

約
束

す
る

も
の

で

あ
り

、

追
い

詰
め

ら

れ
拠

り

所
を

失
っ

た

靈
運
に
は

佛

教
の

救
い

に

身
を

託
す

ほ

か

に

頼
る
べ

き

も
の

は

無
か
っ

た
の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

　
こ

の

よ

う
な

状
況
の

中

に

在
っ

て

靈

運
は
、

事
業
の

拡
大
に

専

心
し

て

孤

独
の

寂
し

さ
を

紛

ら

せ

て

い

た

よ

う
だ

。

し
か

し
、

や

が
て

始
寧
を
統

治
す

る

會

稽
太
守
孟
頻
と

の

関

係
が

惡

化
。

孟
顎

は
、

か

ね

て

か

ら

靈

運
の

身

勝
手
な
言

行

を

こ

こ

ろ

よ

く
思
っ

て

い

な

か

っ

た

彭

城
王

劉
義
康
の

後
盾
を

得
て
、

問
題
を

朝
廷
に

持

ち
出

し

た
。

　

慌
て

た

霊

運
は

急

遽

都
へ

直

行
し

て

文

帝
に

事
の

次

第
を
弁

解
、

幸
い

に

も
文

帝
は

事
情
を

了

解
し

て

此
の

件
に

つ

い

て

の

咎

め

は

な
か
っ

た

が
、

も
は

や

始

寧
に

歸
る

こ

と

は

認
め
ら
れ

ず
、

臨
川

内

史
と

し

て

都
か

ら

直
接

任
地

に

向
か

う
よ
う
に

命
じ

ら

れ

た
。

　
都
か

ら

臨
川
郡
に

赴
任
す
る

途
中
で

詠
ん

だ

詩
に

は
、

「

初
發
石

首
城
」

「

道

路
憶
山
中
」

「

入

彭

蠡
湖
口
」

な
ど

が

あ

る
。

そ
の

内

容
か

ら

霊
運
の

そ
の

時
の

思
い

を

見
て

み
よ

う
。

・
「

初
發
石

首

城
」

詩
（

全
24

句）

は

始
寧
の

墅
に

歸
る

こ

と
を
許

さ
れ

ず、

都
の

石

首

城
（

石

頭
城
）

か
ら

直
接

臨

川

郡

に

赴
任
し

た

時
の

詩

で

あ

る
。

　
13

故
山
口

已

遠

　

故
山
は

日

に

已
に

遠
く

　
14

風

波
豈

還
時
　
　

風

波

豈
に
還
る

時
あ
ら
ん

　
15

君
巷
萬
里

帆

　

著
若
た
り

萬
里
の

帆

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
つ

ひ

　

い

づ

　

　

　
　
　
ゆ

　
16

茫
茫
終

何
之

　

茫
荘
た
り

終
に

何
く
に
か

之
く

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
し

た

　
21

欽
聖
若
旦

暮

　

聖
を

欽
ひ
て

旦

暮
の

若
く

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

い

　

た

　
22

懐
賢
亦

悽
其
　

賢
を

懐
ひ

て

亦
た

悽
其
む

　
23

皎
皎
明

發
心

　

皎
皎
た
り

明

發
の

心

　
24

不

為
歳
寒
欺

　

歳
寒
の

為
に

欺
か

れ
ず

「

故
郷
の

山
は

口

増
し

に

遠
く
な
っ

て

ゆ

く、

風
波
の

患
い

を

思

え

ば

還
れ

る

時
は

い
っ

た
い

有
る
の

で

あ
ろ

う
か

。

は

る
ば

る
と

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

つ

い

続
く
萬
里

の

船
路

、

前
途
は

果
て

し

も
な

く

終

に

は

何
処
へ

行
き

着
く
こ

と

や
ら

。

〜

聖
人

（

舜
帝
）

を

慕
っ

て

は

す

ぐ

に

も
會
い

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
い
た

た

く

な
り
、

賢

者
（

屈

原
）

を

懐
え

ば

亦
た

悽
ま
し
く
て

な
ら
な

い
。

聖

賢
を

慕
う
私
の

心

は

清
く

明
る
く、

讒
人
の

た
め

に

欺
か

れ
た

り
は
し

な
い．、
」

・
「

道
路
憶
山

中
←

詩
（

全
22

句
）

は
、

道

中
、

始
寧
の

山

居
で
の

伸
び

や

か

な

暮
ら

し

を

思
い

起
こ

し

な

が

ら

今
の

悲
し

み
に

沈
ん

9

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

で

い

る
。

　
17

懐
故
匝
新
歓

　
18

含
悲
忘
春

暖

　
19

悽
悽
名
月
吹

　
20

惻
惻
廣
陵
散

　
21

慇
懃
訴
危
柱

　
22

慷
慨
命
促

管

「

昔
の

こ

と

ば

か

り

壊
っ

て
い

る

の

で
、

ず
、

悲
し

み

を

抱
い

て

い

る
の

で

春
の

暖
か

さ

も

忘

れ
て
い

る
。

　

　
　
　

　
い

た

名
月
の

曲

は

悽
ま
し

く

響
き

、

廣
陵
の

曲
は

惻
惻
と

胸
を

打
つ

。

ね
ん

ご

ろ
に

高
い

琴
の

音
に

思
い

を

託
し

、

速
い

調
べ

の

笛
の

音
に

思
い

を

込
め
る

。

」

・
「

入

彭
蠡
湖
口
」

詩
（

全

20
句
）

は
、

船

旅
を

続
け
て

彭

蠡
湖
（

鄙

陽
湖

。

そ
の

南
が
臨
川

郡
）

に

至
っ

た

時
の

作
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

ろノ

　
ー

客
遊
倦
水
宿

　

客
遊
し

て

水
宿
に

倦
み

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
つ

ぶ

　
2

風

潮
難
具
論

　

風

潮
は

具
さ

に

は

論
じ

難
し

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
し
ば
レ

　

め

ぐ

　
3

洲
島
驟
迴
合

　

洲
島
は

驟

ば
迴
り

合
は
さ
り

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
し

ば
し

　
4

圻
岸
屡
崩
奔
　

圻
岸
は

屡

ば

崩
れ
奔
る

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
か

な

　

　

　

さ
ゐ

　
5

乗
月

聴
哀
狄

　

月
に

乗
じ
て

哀
し

き

狼
の

こ

え

を
聴
き

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
う
や
ら

　

　
　

　
　

　

　
　

か
ぐ

は

　
6

沮

露
馥
芳
擦
　

露
に

沮

ひ

て

芳
孫
は

馥
し

　

　
　
　

　
　
　

　
　

く

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

し

げ

　
7

春
晩
緑
野
秀
　

春
晩
れ
て

緑
の

野

は

秀
り

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

と

こ

　
8

巌

高
白
雲
屯

　

巌
高
く

し
て

白
雲
は

屯
ま

る

　
9

千
念

集
日

夜
　

千
念

日

に

液
に

喋
ま

り

　
ーo

萬
感
盈

朝
昏
　

萬

感

朝
に

昏
に

盈
つ

「

船
旅
を

重

ね

て

水
辺
の

宿
に

も
飽

き
た
、

風
や

潮
の

こ

と

な

ど

ホ

る

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
か

た

故
き

を

懐
ひ

て

新
た

な
る

歓
び
は
巨
く

悲
し

み
を

含
み
て

春
の

暖
か

さ

を

忘
る

　
　
　
　

　
　
　
う

た

悽
悽
た
り

名
月
の

吹

　
　
　
　

　
　
　
う
た

惻
惻
た
り

廣
陵
の

散

　
　
　
た
か

　
　
こ

と

じ

慇
懃
に

危
き

柱

に

訴
へ

　
　
　
　

は
や

　
　
み
え

慷
慨
し

て

促
き
管
に

命
ず

　
　
　
　

　
　
　

新
し

い

歓
び

は

得
ら

れ

細
か

く
は

話
せ

そ
う
に

も
な
い
。

中
洲
や

島
は

し

ば

し

ば

曲
が
っ

た

り

合
わ

さ
っ

た

り
、

突
出
し

た

岸
は
し

ば
し

ば

川
の

中
に

崩
れ

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

か

な

込
ん

で
い

る
。

月
に

乗
じ

て

哀
し

げ
な

猿
の

鳴
き

声
に

耳

を

傾
け

、

朝
露
に

濡
れ

て

芳
草
は

香
わ
し

い
。

春
も
暮
れ

緑
の

野
に

は

草
が

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

と

ど

生

い

茂
り
、

巌

は

高
く

白
雲
が

そ
の

上

に

屯

ま
っ

て

い

る
。

千

　
　
お

も

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
み

も
の

念
い

は

日

に

夜
に

集
ま

り
、

萬
も
の

憂
い

は

朝
に

暮
に

盈

ち

て

い

る
。

」

　
い

ず
れ
の

詩
に

も
嘗
て

永
嘉
郡
で

、

ま

た

始

寧
の

墅
（

前
期
）

で

の

山
水

遊
行
の

詩
に

見
ら

れ

た

よ

う
な

氣
持

ち
の

張
り

も

明

る

さ

も
無
く
、

た

だ

深
く

沈
み

込

ん

で

お

り
、

遠
く

故
郷
を

離
れ

る

悲
し

み

と
、

こ

れ

か

ら

先
ど
の

よ

う

な
こ

と

に

な

る

の

か

と
い

う

前
途
の

不
安
に

思
い

は

乱
れ
て

い

る
。

　

孟
顕
に

「

異
志

有
り

」

と

訴

え

ら

れ

て

か

ら

廣
州

棄
市
に

至

る

二

年
餘
り

は
、

特
に

孤
独

感
と

絶
望

感
に

陥
る
こ

と

が

多
か
っ

た

よ

う
だ

。

こ

の

よ

う
な

状
況

に

在
っ

て

靈

運
が

佛

教
に

救
い

を

求

め

た

と

し

て

も

不
自
然
で

は

な
か

ろ

う
。

　

永
嘉
郡
か

ら
始

寧
に

鵠
っ

た

時
期
に

熱
心
で

あ
っ

た
、

山
水
遊

行
に

よ

る
「

自
然
の

道
理
」

追
求
も

、

氣
持
ち

に

余

裕
の

あ
っ

た

時
の

こ

と
。

今
と

な
っ

て

は
、

頼
る

と
こ

ろ

は

來
世
の

救

済
を
説

く
「

佛
の

教
え

」

だ

け
で

あ
っ

た

よ

う
だ

。

　
沈
約
が

「

臨
死

詩
」

に

手

を

加
え
て

佛
教
色

を
消
し

て

し

ま
っ

た
の

は
、

彼
が

靈
運

を
、

ど

こ

ま

で

も
「

君

子
の

志
」

を

遂
げ
ん

と

し

て

突
き

進
む

「

褊
激
の

性
」

の

人
と

見
て

い

た

こ

と

に

よ

る

の

で

あ

ろ

う
。

そ

の

靈

運
が

た

と

え

初
志
が

遂
げ

ら

れ

な
く
な
っ
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た

と

し

て

も
、

佛
の

教
え

に

逃
避
す
る

よ

う
な

こ

と

は

有
り

得
な

い

と

考
え

て
の

こ

と

と

思
わ
れ

る．、

沈
約
の

そ
の

よ

う

な

霊
運

観

を

確
か

め

る

た

め

に
、

そ

の

「

靈
運

傳」

撰
述
の

姿
勢
を

次
に

見

て

み
る

。

　
　

　
三

　

沈
約
「

謝
霊
運

傳
」

撰
述
の

意
図

　

沈
約
は

謝
靈

運
を
ど
の

よ

う
な

人
物
と

し

て

と

ら

え
、

ど
の

よ

う
に

其
の

傳
を

ま

と

め

よ

う
と

し

て

い

た

の

か
。

ま

た

沈
約
は

、

靈

運
と

関
わ

り
の

深
い

顔

延
之

を
同

じ

く

「

褊
激
の

性
」

の

人
と

評

し
て

、

靈

運
、

延
之
の

生
涯

を

対
比

的
に

扱
っ

て
い

る
よ

う
で

あ
る
が

、

沈

約
の

意
図
は
ど
こ

に

在
っ

た
の

か
。

沈
約
の
「

謝
霊

運
傳
」

と
「

顔

延

之

傳
」

に

よ
っ

て
、

そ
の

霊
運
観
を
見
て
い

く
。

　
　

　
1

『

宋
書
』

謝
靈

運

傳
の

構
成

　
こ

こ

で

は
靈

運
傳
の

構

成
に

見
ら

れ

る

沈
約
の

意
図
を

探
る

。

沈
約
は

靈

運

傳
の

構

成
と

し

て
、

次
の

二

つ

の

こ

と

を
柱
と

し

て

い

る

よ

う
だ

。

（

1
）

「

褊
激
の

性
」

に
よ
る

靈

運
の

言

行
を

年
を

追
っ

て

挙
げ、

そ
の

　
　

結
果
を

記
す

。

（

2
）

本
人
の

作
品
の

う
ち
、

そ

の

時
々

の

靈
運
の

思
い

、

行

動

　
　

を

示
し

て
い

る

も
の

を
収
録

す

る
。

そ

れ

ぞ
れ
に
つ

い

て

少

し

詳

し

く
見
て

い

く
こ

と

に

す
る

。

（
1
）

「

褊
激
の

性」

に

よ

る
言
行
を

列
挙

沈

約
は

靈

運
の

「

褊
激
」

の

性
に
よ
る

言

行
を

、

次
の

よ

う
に

年

を

お
っ

て

挙
げ

、

そ
の

言

行
の

結

果
を

記
し
て
い

る

1

殺
人
に

よ

り

免

官

　

　

仍

除

宋
國

黄
門
侍
郎

、

遷
相

國
従
事
中

郎
、

世

子

左

衛
率

。

　

　

坐

輒
殺

門
生

、

免
官

。

　
よ

り

　

仍
て

宋

國
の

黄
門
侍
郎
に

除
せ

ら
れ

、

相
國
の

従

事
中
郎
、

世

　

子
の

左

衛
率
に

遷
る

。

門
生

を

輒
ち
殺
す

に

坐

し

て
、

官
を

免

　

ぜ

ら
る

。

（
『

宋
書
』

本

傳
）

靈
運
の

門
生
が

愛
妾
と

姦
通

。

靈

運
は

怒
り

に

ま

か

せ

て

門
生

を

殺
し

て

し

ま
っ

た
。

そ
の

こ

と

を

尚
書
僕
射
の

王

弘
に

弾
劾
さ

れ
、

免
官
と

な
る．．

2

廬

陵
王

（

劉

裕
の

第
二

子）

に

接
近

し
て

、

徐
羨
之
、

傅
亮
ら

　

權
臣
の

政
治
を

批

判

　

　

自
謂

才

能
宜
參

權
要

、

既
不
見
知

、

常

懐
憤

憤
。

廬

陵
王

義

　

　

眞
少

好
文

籍、

輿
靈
運

情
款

異
常

。

少

帝
即
位、

權
在
大

臣
。

　

　
靈

運
構

扇
異
同

、

非
毀

執
政

、

司

徒
徐
羨
之

等
患
之
、

出
為
永

　

　
嘉
太

守．、

　

　
　
お

も

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
く

は

　

自
ら
謂
へ

ら
く

才
能
は

宜
し

く

權
要
に

參
は
る
べ

し

と
。

既
に

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

わ
か

　

知
ら

れ
ざ
れ

ば
、

常
に

憤
憤
を

懐
く

。

廬

陵
王

義
員
は

少
く

し

　

て

文

籍
を

好
み
、

靈

運
と

情
款

常
に

異
な
り

。

少

帝
の

位
に

即

　

く

や
、

權
は

大
臣
に

在
り

。

靈

運
は

異
同
を

構

扇
し
、

執
政
を
非
毀

　

す
れ

ば
、

司

徒
徐
羨
之

ら
は
之

を

患
ひ
、

出
だ
し
て

永
嘉
太

守
と

為

　

す
。

　（
『

宋

書
』

本
傳）

靈
運
の

行
為
を

危
険
視
し

た

司

徒
徐
羨
之

ら
に

よ
っ

て、

永

嘉
太

守

に

左
遷
さ
れ
た

。

3
　一

族
の

者
た

ち
の

反
対
に

耳
を
貸
さ

ず、

永
嘉
太

守
を
一

年

で
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止

め
て

始
寧
の

墅
に

歸
っ

た
。

　
　

出
守

既
不
得
志
、

遂
肆
意
遊

。

褊・
諸
縣

、

動
踰
旬

朔
、

民
間
聴

　
　

訟、

不

復
關
懐

。

〜
在
郡
冖

周
、

稱
疾
去
職
。

従

弟
晦、

曜
、

　
　

弘
微
等

、

並

興
書
止

之
、

不

從
。

〜

與
隠
士

王

弘
之

、

孔

淳

　
　

之

等、

縦
放
為
娯

、

有
終
焉
之
志

。

　
い

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

ほ

し
い

　

出
だ

さ

れ

て

守
と

な
り

既
に

志
を
得
ざ
れ

ば
、

遂
に

意
を

肆

ま

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

や

や

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
こ

　
ま
に
し
て

遊
ぶ

。

諸
縣
を
偏
・

し
、

動
も
す
れ

ば
旬
朔
を

踰
え

、

民
間

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
か

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

や

ま
ひ

　
の

聴

訟
は、

復
た
懐
ひ

に

關
け

ず
。

〜

郡
に

在

る
こ

と
一

周
、

疾

　
と

稱
し

て

職
を

麸
る

。

従
弟
の

晦
、

曜
、

弘

微
ら、

並
び

に

書

　
を

與
へ

て

之

を

止

む

る

も
、

從
は

ず
。

〜

隠
士
の

王

弘
之
、

孔

　

淳
之

ら

と
、

縦
放
し

て

娯
し

み
を

為
し

、

終
焉
の

志
有
り

。

（
『

宋

　

書
』

本

傳
）

任
期
の

あ

る
太
守
の

任
を

勝
手
に
一

年
で

止

め

て

郷
里
に

歸
る

と

い

う

こ

と

は、

政

府
の

命

令
を

無
視
す
る

行
為
で

あ

り
、

そ
の

反

抗
的
な

態
度
は

多
く
の

政

府
関

係
者
の

顰
蹙
を

買
っ

た
こ

と

で

あ

ろ

う
。

4

都
に

お

け
る

秘
書
監
、

侍
中
と

し
て
の

二

年
間

、

政

權
の

中

嶇

　

に

加

え
ら
え

ず
、

憤
懣

遣
る

方

な
く

霊
運

は
、

規

則
を

無
視

　

し

て

勝
手
な
行
動
を

続
け

る
。

　
　

太

祖

登
祚
、

徴
為

秘

書
監

。

尋

遷
侍
中

。

既
自

以

名

輩、

才

能

　
　

應
參
時

政
。

初
被

召、

便

以

此

自

許
、

既

至
、

文

帝
唯

以

文

義

　
　

見
接
、

毎
侍
上

宴
、

談

笑
而
已

。

王

曇
首、

王

華
、

殷
景
仁
等

、

　
　

名

位
素

不

踰
之

、

並

見

任
遇
、

靈

運
意

不
平
、

多
稱
疾
、

不

朝

　
　

直
。

〜
上

不

欲
傷
大
臣
、

諷
旨
令
自
解

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
つ

い

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
め

　
太

祖
の

登
祚

す
る

や
、

徴
し
て

秘

書
監
と

為

す
。

尋
で

侍
中
に

遷

　

　
　
　

　
　
お

も

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
ま

さ

　

る
。

既
に

自
ら

以
へ

ら
く
「

名

輩
に
し
て

、

才
能
は

應
に
時

政
に
參
ず

　
べ

し

と
。

初
め

召
さ

る
る

や
、

便
ち

此
を

以
て

自
ら

許
す

も
、

既
に

　

至

る

や
、

文

帝
は

唯
だ

文

義
を

以
て

見
接
し

、

上

宴
に

侍
す
る

毎

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

も
と

　

に
、

談
笑
す
る
の

み
。

王

曇
首
、

王

華、

殷
景
仁

ら
は

、

名

位
は

素

　

　
　
　

　
こ

　

よ
り

之
に

踰
え

ざ
る
に

、

並
び
に

任
遇

さ
る
れ

ば、

靈

運
は
意

平

　

　
　
　

　
　

や

ま

ひ

　

ら
か

な
ら

ず
、

疾

と

稱
し

、

朝
直
せ

ざ
る
こ

と

多
し

。

〜

上

は

大

　

臣

を

傷
つ

く

る
こ

と

を

欲
せ

ず
、

旨
を
諷

し
て

自
ら
解
か

し

む
。

　

（

『

宋

書
』

本

傳
）

始

寧
の

墅
に

歸
っ

て
二

年
餘、

佛
道

修
行

に

精
進
し

て

い

た

靈
運

は
、

文
帝
の

徴
石

に

應
じ

て
、

今

度
こ

そ

は
と

期
待
し
て

朝
廷
に

入
っ

た

が
、

文

帝
は

霊

運
を

文

事
の

相
手

と

し

て

扱
い

、

政
権
の

中
樞
に

任
用

す
る
つ

も
り

は

な
か
っ

た
。

靈
運
は

そ
の

待
遇
を

不

満
と

し

て
、

病
氣
と
偽
り

規
則

を

無

視
し

て

遊
放
を
続
け

た
た

め

に
、

病
氣
療

養
と

い

う

名
目

で

始

寧
の

墅
に

歸
ら
さ
れ
て

い

る
。

5

始
寧
（

後
期
）

に

お

け
る

行
動

・

遊
娯
宴
集、

以
夜
続
晝

i
免
官

　

　
靈

運、

以

疾
東
歸

、

而
遊

娯
宴
集

、

以

夜
續
晝

．

復
為
御
史

　

　
中

丞

傅

隆
所
奏

、

坐
以

免
官．、

是
歳
、

元

嘉
五

年
。

　

靈
運

は
、

疾
を
以
て

東
歸
す
る

も
、

而

も

遊
娯

宴
集
し

、

夜
を

　

以

て

晝
に

続
く

。

復
た
御
史
中
丞

傅
隆
の

奏
す
る

所
と

為
り

、

　

坐
し

て

以

て

官
を

免
ぜ

ら

る
。

是
の

歳
、

元

嘉
五

年
な

り
。

二

年

間
の

不

本
意
な

都
暮
ら
し
の

憂
さ

晴
ら

し

に
、

靈
運
は

「

夜

を
晝
に

續
け
」

て

「

遊
娯
宴
集
」

に

耽
っ

た

た

め
、

御
使
中
丞
の

傅

隆
に

よ
っ

て
上

奏
さ

れ

免

官
と
な

る
。

・

山
を

鑿
ち

湖
を
浚
い

、

功
役

巳
む
こ

と

無
し

。
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靈

運
因

父

祖
之

資
、

生

業

甚
厚

。

奴
僮
既
衆
、

義

故
門
生

数

　

　

百
、

鑿
山

浚
湖

、

功

役
無
巳

。

　

鬣

運
は
父

祖
の

資
に

因
り

て
、

生
業
は

甚
だ

厚

し
。

奴

僮

既
に

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
さ
ら

　
　
　
　
　

　

　
　

や

　

衆
く
、

義
故
の

門
生
は

数

百
、

山
を

鑿
ち
湖
を

浚
ひ、

功

役

己
む

　

こ

と

無
し．、

自
分
の

土

地

に

手

を

加
え

る
の

で

あ

る

か

ら
、

政

府
や

會
稽
郡
か

ら
の

咎
め

は

無
か
っ

た

で

あ

ろ

う
が
、

要
注

意
人

物
に

よ

る

要
注

意
事
業
と

し

て

目

を

付
け
ら

れ
た

こ

と

で

あ
ろ

う
。

・

山

賊
と

疑
わ
れ
る
行
動

　

　

嘗
自

始

寧
南
山
、

伐
木
開
逕
、

直
至

臨

海
。

従
者

数
百

人
。

臨

　

　

海
太

守
王

甥

驚
駭
、

謂

為
山
賊

。

徐
知

是
靈

運
、

乃

安
。

〜

在

　

　

會
稽

、

亦
多

徒
衆

、

驚
動
縣
邑

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
み

ち

　

嘗
て

始
寧
の

南
山

よ

り
、

木

を

伐
り

て

逕
を

開
き

、

直
に

臨
海

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
お

も

　

に
至

る
。

従

者
は

数
百

人
。

臨

海
の

太
守
王

誘
は

驚
駭
し

、

謂
ひ
て

　

　
　
　

　
　

や
が

　

山

賊
と

為
す

。

徐
て
是
れ

靈
運
な
る
を

知
り

て
、

乃

ち
安
ん

ず
。

〜

　

會

稽
に

在
り
て

も
、

亦
た

徒
衆
を

多
く
し

て
、

縣
邑

を

驚
動

す
。

　

（
『

宋

書
』

本

傳
）

こ

れ

も
違
法
で

は

な

い

よ

う

な
の

で

処

罰
は

受
け

な

か
っ

た

が
、

「

數

百

人
」

に

よ

る

大

移
動
で

あ
る
か

ら
「

縣
邑
を

驚
動
」

さ
せ

る

事
件
で

は
あ
っ

た
。

・

大

規
模
な

農
地
開
発

事

業
。

會
稽
太

守
孟

顕
と

の

争
い

　

　

會
稽
東

郭

有
回
踵
湖

。

靈
運

求

決
以

爲
田

。

頻
堅

執
不

與
。

　

　
靈

運

既
不

得
回
踵
、

又

求
始

寧
胚

蝗

湖

爲
田

。

頻

又

固
執

。

　

　
靈

運
謂
頻
非
存
利
民

。

正

慮
決
湖
多
害
生
命

。

言
論
毀

傷
之
、

　

　
與
顎

遂
構
讐
隙．、

　

會
稽
の

東

郭
に

回

踵

湖
有
り
。

鰻
運
は

決
し

て

以

て

田
と

爲
さ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
と

　

ん

こ

と

を

求
む

。

顕
は

堅

く

執
り

て

與
へ

ず
。

靈
運

は

既

に

回

　

踵
を

得
ざ

れ
ば

、

又

た

始
寧
の

嵯
煌
湖
を

求
め

て

田

と

爲
さ

ん

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
お

も

　

と

す
。

頻
は

又

た

固
く

執
る
。

靈

運

謂
へ

ら

く

顕
は

存
し

て

　

民

を

利
せ

ん

と

す

る

に

非
ず
。

正

に

湖

を

決

し

て

多
く
生

命
を

　

　
　
　

　
お
も
ん

ぱ
か

　

害
す

る

を

慮

る

な
り
と

。

言

論
も
て

之

を

毀
傷
し
、

頻

と

遂

　

に

讐
隙
を

構
ふ

。

（

『

宋
書
』

本

傳）

靈

運
の

勝
手

な
言

行
に

腹
を

立

て

た

孟

顎
は
「

靈

運
に

異

志
有
り

」

と
し

て
「

兵
を
發
し

て

自
ら
防
ぎ
、

露
板
も
て

上

言」

し

た
の

で
、

事
は

大

き
く

な
っ

た
。

靈

運
は

弁

解
の

た

め

に

上

京．．

文

帝
は
｝

應
は
理

解
を

示

し

た

が
、

靈
運
は

始
寧
に

歸
る

こ

と

を

許
さ

れ
ず
、

そ

の

ま

ま

臨
川

内
史
に

遷
さ
れ

た
。

・

臨
川
太
守
在

任
中
の

反
逆
事
件

　

　
在
郡
遊
放

、

不

異
永
嘉、

為
有
司
所

糾
。

司

徒
遣
使
収
靈
運

、

　

　
靈

運

興
兵
叛

逸
、

遂
有
逆
志

。

為
詩

日
、

韓
亡

子

房
奮

、

秦

　

　
帝
魯

連

恥
。

本
自

江
海
人
、

忠
義
感
君
子

。

追
討
禽
之
、

送

　

　
廷

尉
治
罪

、

徙
付

廣
州

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

た

だ

　

郡

に

在
り

て

遊

放
す
る

こ

と
、

永
嘉
に

異
な

ら

ず
、

有
司
の

糾

　

す

所

と

為
る

。

司
徒
は

使
を
遣
し

て

靈

運
を

収
め

ん

と

す
る

も
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

つ

く

　

靈

運
は

兵

を

興
し

て

叛

逸
し

、

遂
に

逆

志

有
り
。

詩
を
為

り
て

　

曰

く
、

　
「

韓
亡

び

て

子

房
は

奮
ひ
、

秦

帝
た

ら
ん

と

し
て

魯
連
は

恥
づ

。

　

　
も

と

よ

　

　
本
自
り

江
海
の

人
な
る
に

、

忠

義
は

君
子

を

感
ぜ

し

む
。

　

　
　
　

　
　
　
しし
らヂ

　

追
討

し

て

之

を

禽
へ

、

廷

尉
に

送
り
て

罪
を

治
め
、

廣
州
に

徙

　

付
す

。

（
『

宋
書
』

本
慱
）
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郡
守
と
し

て
の

仕
事
を
せ

ず
に
「

遊
放
」

し

て
「

有
司
に

糾
さ
れ
」

、

靈
運

収

監
の

た

め

に

來
た

官
兵
に

抵

抗
し

て
、

遂
に

「

逆
志
」

を

表
し

て
し

ま
っ

た
。

　

以

上
の

よ

う
に

靈

運
の

、

始

寧
に

歸
っ

て

か

ら
の

「

褊
激
」

の

言
行
は

次

第
に

激
し

さ

を

増
し

て
、

成
り
行

き
上

の

こ

と

と

は
い

え
、

宋

朝
へ

の

「

叛
逆
」

行
為
に

走
る

ま

で

に

な
っ

て

し

ま

う
。

　

靈
運
の

揚
合

、

「

褊
激
一

な
る
言
行
の

原
因
は
、

多
く

は

政
権
の

樞
要

な
地

位
に

就
か

ん

と

す
る

願
望
が

叶
え

ら
れ

な

か

っ

た

こ

と

に

あ
り
、

霊
運

を

政
治

に

関
わ
ら
せ

よ

う
と

し

な
い

権
力

者
側
へ

の

反
撥
で

あ
っ

た
が
、

後
に

は

反
撥
の

対
象
が

広
が
っ

て
「

褊
激
」

な

る

言

行
が

次

第
に

激
し

く

な
っ

て

い

き
、

そ
の

ま

ま

極
限

に

ま

で

至
っ

た

こ

と
を
沈
約
は
表

現
せ

ん

と
し
た

の

で

あ

ろ

う。

（

2
）

靈

運
の

詩
文
の

本
傳
収
録
に

つ

い

て

　

沈
約
は

「

謝

靈
運

慱
」

に
、

そ
の

「

撰
征

賦
」

一，

山
居

賦
」

「

勧

伐
河

北
表
」

「

還

旧

園

作
「

「

詣
闕
上

表
」

「

臨

川
詩
一

「

臨
死

詩
」

な
ど

を

引
用
し

て

い

る
。

沈
約
が

そ
れ
ぞ

れ
の

作
品
を

引
用
し

た

意
図
を

推
測
し

て

み

る

に
、

次
の

よ
う

な
こ

と
が

考
え

ら

れ

る
。

「

撰

征
賦
」

　

晉
末
、

劉
裕
の

北
伐
の

功
を

記
し

な

が

ら
、

そ

れ

と

対
比

さ

せ

つ

つ

謝

玄
、

謝

安
の

晉

朝
に

盡
し

た

功

績
を

讃
え

て

い

る
。

晉

末
の

作
で
、

晉

朝
の

後

を
狙
う

劉

裕
の

動
き

を

意
識
し

な
が

ら
、

嘗
て

晉
朝
に

盡
し

た

謝
玄

、

謝
安
の

生

き

方
こ

そ

「

君

子
の

志
」

の

発

露
で

あ
る

と

考
え
て

い

た
。

や
が

て

宋

朝
に

な
っ

て

靈

運
は

心
は

晉
に

あ

り

な
が
ら

身
体
は

宋
の

臣

と

い

う

捻
れ

た

状
態
に

置
か

れ
、

何
如
に

生

き

て

行
く
べ

き

か

悩
み

は

深
か
っ

た
。

「

山
居
賦
」

　

こ

の

時
期、

「

臨
死

詩
」

に

詠

う
よ

う
に

「

君
子
の

　

　

　
　

　

　
　

　
は

志
」

も

て

「

巌
上

に

沢
」

て

る
こ

と

を

考
え
て

い

た

と
、

沈
約
は

考
え

た

の

で

は

な
か

ろ
う
か

、

或
い

は

「

君

子
の

志
」

が

遂
げ
ら

れ

そ

う
に

な
い

悩
み

と

歎
き

を

佛
の

悟
り
に

よ
っ

て

超
越
せ

ん

と

し

て
、

曇
隆
ら
と

修
行
に

精

進
し
た

と

考
え

た
か

。

「

勧
伐
河
北
表
」

ー
「

君
子

の

志
」

の

具
体
策
の

一

つ

と

し

て

「

北

伐
救
国

策
」

を

提
示

。

採
用

さ
れ

る

可

能

性

を

期
待
し

な

が

ら

の

上

表
で

あ
っ

た

ろ

う
。

「

還

舊
園
作
」

1
顔
延
之
と

萢
泰
へ

の

詩
。

始

寧
の

墅
に

曝
っ

て

か

ら
の

生

活
の

様

子
を
記
し

、

帰
郷
の

理

由
は

「

わ

が

身
を

守

る

た

め
」

す
な
わ

ち

政
界
か

ら

の

霊

運

抹
殺

を

折
り

あ
ら

ば

と

狙
っ

て
い

る

者
た

ち
の

企

み

を

避
け

る
た

め

で

あ
っ

た

と

す

る
。

「

詣
闕
上

表
」

ー
宋
朝
へ

の

恭
順
の

意
を

表
明

。

権
力
者

側
の

霊

運

抹
殺
の

企

み

か

ら

逃
れ

る
た

め
に
、

必
死
の

弁
解
を

展

開
。

「

臨
川
詩
」

1
壷

運
の

「

君
子
の

志
」

へ

の

思
い

。

臨
川

郡
遷
徙

の

あ
と

、

そ

れ
ま
で

我
慢
を

重

ね

て

抑
え

て

き

た
一

君
子
の

志
」

が
、

自
分
を

取
り

巻

く
環
境
の

急
変
に

よ
っ

て

表
面

に

突
出
し

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

「

臨
死

詩
」

−
生

涯
の

願
い

で

あ
っ

た

「

君
子
の

志
」

が

遂
げ
ら

れ

な
か
っ

た

歎
き

。

　

靈

運
は

生

涯
に

亘
っ

て

「

君
子
の

志
」

を
遂
げ
る
こ

と

を

目

的

と

し

て

い

た

よ

う
で

あ

る
が

、

そ

れ

は

具
体
的
に

は

祖
父

謝
玄
が

大

挙
南
下
し

て

き
た

前
秦
苻
堅
の

大

軍
を

撃
破
し
て

晉
朝
を

救
っ

た

よ

う
な

救
国
の

功

績
を

挙
げ

る

こ

と

で

あ
っ

た
。

し

か

し

世
は

宋

朝
と

な

り
「

君
子
の

志
」

を

遂
げ

る

こ

と

は

極
め
て

難
し

く

な
り
、
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そ
の

前
提

条
件
で

あ
る

政
権
樞
要
の

地

位
に

加
わ

ろ

う
と

し

て

も、

文

帝
を

は

じ

め

重
臣

た

ち
の

承
認
を

得
る

こ

と

は

極
め

て

難
し
い

状
態
に

あ
っ

た
。

　

沈
約
の

「

謝
靈
運

傳
」

撰
述
に

あ

た

っ

て

の

意
図

は
、

次
の

よ

う
に

ま

と

め

る
こ

と

が

で

き

よ
う

。

　

沈

約
は
自

分
の

謝
靈
運

像
に

基
づ

い

て

傳
の

構
成
を
考
え
、

 
靈

運
の

「

褊
激
の

性
」

を
強
調
す
る
た

め

に
、

「

褊
激
の

性
」

に

　

よ

る
言
行
を
列
挙
し

て
、

「

褊
激」

の

程

度
が
次
第
に

激
し

く
な

　

り
、

結
局
そ

れ

が

命
取
り

に

な
っ

た

こ

と

を

述
べ

る
。

（

顔
延
之

　
の

よ

う
に

、

自
分
の

「

褊
激
の

性
」

を

緩
和
し

て

致

命
傷
と

な

　

る
の

を

避
け
る

な
ど

の

対

応
を

霊

運
は

全
く

考
え

て

い

な
か
っ

　
た

。

）

 
本

人
の

作
品
の

う
ち

か

ら

生

涯
の

節
目

と

な
る

も
の

を

選
ん

で

　

収
め
、

そ

れ
を

通

し

て

其
の

時
々

の

靈

運
の

思
い

を

表
現
す
る

。

と

い

う
二

つ

の

こ

と

を

柱
と

し
、

そ
の

目

的
に

そ
っ

て

集
め

た

資

料
を

組
み

合
わ

せ

て
、

「

君

子
の

志
」

を

遂
げ
ん

と

し

た

靈
運
の

生

涯
を
描
い

て
い

る
よ

う
だ

。

　

沈

約
は
靈

運
と

い

う

人

物
に

つ

い

て
、

ど

の

よ

う
に

考
え
て

い

た
の

で

あ

ろ

う
か

。

「

靈

運
傅」

を

踏
ま

え

て

推
測
す

る

に

以

下
の

よ

う
に

な
ろ

う．、

す
な
わ

ち
、

靈
運

は

前
代
以

來
の

大
貴

族
の

家

柄
で

、

詩
文
、

学
問
に

優
れ
、

取
り

分
け

政
治
面

で

の

十
分
な

能

力
が

あ

る
と

自
負
し

て

お

り
、

そ
の

能
力

を
存

分
に

發
揮
し
、

祖

父
の

謝
玄
の

よ

う

に

晉

朝
の

危

機
を

救
う

よ

う
な
働
き

を
し

た

い

と

願
っ

て

い

た
。

靈
運

に

と
っ

て

は

そ

れ

が
…

君

子
の

志
」

を

遂

げ
る
こ

と

で

あ
っ

た

が
、

し

か

し

王

朝
の

交

代
に

よ
っ

て

其
の

志

を

叶

え

る

こ

と

は

難
し

く

な
っ

た
。

そ

れ
で

は

ど

う

す

る

か
。

宋

朝
に

仕
え

て

政

権
の

中

樞
に

加
わ
り
、

勢
力

を

蓄
え

て

時

機
を

待

つ

と
い

う
こ

と

し

か

な
か
っ

た
。

し
か

し

そ
の

た

め
の

靈
運
の

試

み

は

全

て

う

ま

く

運

ば
な

か
つ

た
。

彼

は

「

褊
激
の

性
」

の

入

で

あ
り
、

我
慢
す
る

こ

と

が

苦
手
で

あ
っ

た．、

結
局

「

褊

激
の

性
」

の

ま

ま

に

行

動
し

て

「

君
子
の

志
」

を

遂
げ

る
こ

と

は

で

き

ず
、

「

褊
激
の

性
」

の

激
発
に

よ
つ

て

身
を

滅
ぼ

し
て

し

ま
っ

た
、

と
。

従
っ

て

そ
の

生

涯
は

悲
劇
に

終
わ

ら

ざ
る

を

得
な
か
っ

た
。

　

そ
の

生

涯
を

纏
め

て

み

る

と
、

靈
運

は

「

君
子
の

志
」

を

遂
げ

る
た

め

に
、

先

ず
政
権
に

参

與
す

る

必

要
が

あ
っ

た

が
、

時
の

権

力
者
た

ち

は
、

靈
運
が

前

朝
晉
の

名
家
の

出
で

あ
り、
「

褊
激
の

性
」

の

持
ち

主

で

協

調
性
も

無
か
っ

た
の

で
、

政

治

面

で

の

樞
要

な

地

位
に

就

け

よ

う
と

は

し

な
か
っ

た
。

そ
の

た

め

靈
運

は

始

寧
の

墅

で

の

隠
棲

を
試
み

た

が
、

二

年
後
に

文

帝
に

召

し

出

さ

れ

た
。

初

め

は

出
仕
を
渋
っ

て

い

た

靈

運
も
政

権
參
與
の

願

望
を

断
ち

難
く、

今
度
こ

そ

は

と

期

待
し

て

出
て

行
っ

た

が
、

文

帝
は

彼
の

詩
文
の

才
だ

け

を

評
価
し

て

い

た
。

或
い

は

不

平
分
广
で

あ

る

霊
運
を

、

監

視
を

兼
ね

て

近

く
に

置
い

て

お

こ

う

と
い

う

考
え

が

あ
っ

た

の

か

も
し

れ

な

い．、

か

く
て

霊

運
の

一

褊
激
」

の

性
が

、

ま
た

も

や

頭
を

擡
げ
て

く
る

。

　

初
め

は
、

時
の

政
治
批

判
。

職
務
の

怠
慢
、

規
則

を

守
ら

な
い

。

な
ど
の

反

撥

で

あ
っ

た

が
、

始

寧
に

歸
さ
れ

て

後
、

放
逸
な

る

遊

び
の

故
に

免

官
と

な
っ

て

か

ら

は
、

始
寧
の

墅
を

足

場
に

大
規

模

な
農

地

の

造

成

工

事
、

臨
海
郡

ま

で

数
百
人

の

従
者
を

つ

れ

て

の

山

中

跋

渉
。

そ
の

問
、

會
稽
太
守

孟
顎
と
の

争
い

の

結
果
、

不

穏
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の

動
き
有
り

と

朝
廷
に

訴
え

ら
れ

て
、

臨

川
内

史
に

遷
さ
れ

「

反

逆
罪
…

を

犯

し

て

し

ま

う
。

そ

れ
ら

は

「

褊
激
」

の

度
合
い

が

次

第
に

激
し

く
な
っ

て
い

っ

た

結
果
で

あ
っ

た
。

　
こ

の

よ

う
に

見

て

く

る

と

沈
約
は

、

「

君
子
の

志
」

を

遂
げ
ん

と

す
る

も

か

な
わ

ず
、

自
分
の

前
に

次
々

と

現
れ

る

障

害
に

対
し

て

「

褊
激
」

な

る

言

動
を

繰
り

返
し

、

そ
の

程
度
が

激
し

く
な
る

に

つ

れ
て

次

第
に

身
動
き

が
と

れ
な

く
な
っ

て

い

き
、

そ
の

流
れ
の

ま

ま

に

廣
州

棄
市
に

ま

で

至
っ

て

し

ま
っ

た

も
の

と
靈

運
の

生
涯

を

と

ら

え
、

そ
の

考
え

に

基
づ

い

て

靈
運

傳
を

構
成
し

て

い

る

よ

う
だ

。

　

　

　
2
「

顔

延
之

傳
」

と

の

関
わ
り

　

沈
約
は
［

謝
霊

運
傳」

を
「

顔
延
之

傳
」

と

対
比

的
に

扱
っ

て
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
ハ
　　

二

人
の

人
物
像
を

際
だ

た

せ

よ

う
と

し

て

い

る

よ

う
だ

。

と

も

に

「

褊
激
の

性
」

の

持
ち

主
で

あ
り

な
が

ら
、

霊

運
は

四

十
九

歳
で

棄
市
の

刑

に

處
せ

ら

れ
、

一

方
、

延
之

は

七

十
三

歳
の

生

涯
を
全

う
し

た
。

そ

れ

は

何

故
な

の

か
、

そ
の

わ

け

を

探
る

こ

と

に

よ
つ

て

兩
者
の

人
間
と

し

て

の

違
い

が

見
え

て

く
る

。

沈
約
の

狙
い

は

そ
の

あ
た

り

に

在
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

　

そ
の

為
に

「

延

之

傳
」

に

お
い

て

も

霊

運
傳
の

場
合
と

同

じ

よ

う
に

、

「

褊
激
の

性
」

に

よ

る
言
行
の

内

容
と

そ
の

結
果
を

列

挙

し
、

ま

た

本

人
の

作
品

を

挙
げ
て

生

涯
の

流
れ

を
記
し

て

對
比

さ
せ

て

い

る
。

「

褊
激
の

性
」

に

よ

る

言
行
の

内
容
と

そ
の

結
果
に

つ

い

て

は
、

靈
運

が

其
の

「

褊
激
」

な

る

性

格
の

ま

ま

眞
直
に

突
き
進

む
の

に

對
し

て
、

延
之
の

場
合
は

同

じ

く
「

褊
激
｝

な

る

性
格
で

は

あ
つ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
う
ち

た

が
、

併
せ

て

人
の

心

の

裏
を

読
む

慎
重

さ
を

備
え

て

い

た
．

沈

約
は
こ

の

よ

う
な
二

人
を
比

較
對

應
さ

せ

る

こ

と

に

よ
っ

て
、

そ

れ

ぞ
れ
の

言
行
の

内
容
と

其
の

結

果
を

際
だ
た

せ

よ

う

と

し

た
の

で

あ
ろ

う
。

　

本
人
の

作
品
を

挙
げ
て

生

涯
の

流
れ

を
記
す
こ

と

に

つ

い

て

も

「

靈
運

傳
」

の

場

合
と

同
様

に
、

そ
の

時
々

の

本
人
の

思
い
、

考

え
が
、

よ

く
表
さ
れ

て

い

る

も
の

を

選
ん

で

い

る
。

そ

れ

を

繋
ぎ

合
わ

せ

る
こ

と

に

よ
っ

て

延
之
の

生

涯
が

読
み

と

れ

る

よ

う

に

な

っ

て
い

る。

　

靈

運
の

場

合
、

「

撰
征
賦
」

「

山
居
賦
」

「

勧
北

伐
表
」

「

還

旧

園

作
」

「

詣
闕

上

表
」

「

臨
川

詩
」

「

臨
死

詩
」

に

よ
っ

て
、

「

君

子
の

志
」

を

遂
げ
る

こ

と

に

関

す

る

霊

運
の

思
い

と

行
動
が

そ

れ

ぞ

れ

の

方
向

か

ら

語

ら
れ

て

い

る
。

一

方
、

「

延
之

傳
一

に

は
、

左

遷
に

対
す
る

激
し

い

恨
み

を

相
手
の

反

撥
を
考
え

ず

に

述
べ

た

「

祭
屈

原
文
」

「

五

君
詠
」

と
、

そ

れ
と

は

逆
に

子

弟
に

慎
重
な

世

渡
り

を

説
く
「

庭
誥
」

が

傳
の

三

分
の

こ

を
費
や
し

て

引
か

れ

て

お

り
、

そ
の

矛

盾
す
る

言

行
に

つ

い

て

の

理

由
の

推
測
を

読
者
に

委
ね
よ

う
と
し

て
い

る
。

　

こ

の

よ
う
な

対
比

に

よ
っ

て
、

同

じ

く

「

褊
激
の

性
」

の

持
ち

主
で

あ

り
な
が

ら
、

一

方
は

廣
州
棄
市

、

一

方

は
天

寿

を

全
う
す

る

と
い

う
、

明
暗
を

異
に

す
る

に

至
っ

た

二

人
の

「

生

き

方
」

の

違
い

が

明
ら

か

に

さ
れ

る
。

沈
約
が

靈
運
傳
と

延
之

傳
を

対
比

的

に

ま
と

め

た

狙
い

は
、

こ

の

あ
た

り

に

あ
っ

た
の

で

あ

ろ

う
。

一 16 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Llterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　

僅
か

謝
霊

運

傳、

顔
延
之

傳
の

こ

傳
に
つ

い

て
で
あ

る
が

、

沈

約
の

史

傳
撰
述
の

態
度
を
み

る
に

、

そ

れ
ぞ

れ
自
分
が

抱
い

て
い

る

人
物
像

に

基
づ
い

て
其
の

傳
を

撰
述
し
て
い

る
よ

う
だ

。

史
慱
と
い

う
も
の

は
歴

史
上
の

人

物
の

生

涯
の

記

録
で

は

な
く、

後
の

人
が

記
録
に

基
づ
い

て

纏
め
た

も
の

で

あ
り

筆
者
の

考
え
を

通
し

て
の

慱
記
で

あ
る
か

ら
、

筆

者
の

其
の

人
物
に
つ

い

て
の

見
方
も
當
然
そ
こ

に
入
っ

て

く
る
し、

資
料

の

取

捨
選

択
も
筆

者
の

判
断
に

よ
る

。

従
っ

て

そ
こ

に

現「
れ
る
の

は

沈

約
の
「

謝
霊

運
傳
」

で

あ
り
「

顔

延
之

傳
」

で
あ
っ

た
。

　
「

謝
霊

運
傳
」

に

つ

い

て
い

え
ば
、

結
び

に

置
か

れ

た
「

臨
死

詩
」

が

『

宋
書
』

引
（

全
12

句
）

と

『

廣
弘
明
集
』

へ

全
14

句
）

と
で

は

結
末

部
分
に

大

き

な
異

同

が

あ
り
、

ど

ち
ら
に

拠
る
か

に

よ
っ

て

霊
運
の

最
期
の

思
い
、

更
に

は

そ

の

人

物

に
つ

い

て

の

解
釈
が

大

き

く

異
な
っ

て

く

る
。

沈
約
が
「

臨

死

詩
」

に

手

を

加
え

た
の

は
、

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（
3）

彼
の

霊

運

観
に

し

た

が
っ

た

も
の

で

あ

ろ

う
。

ま

た
顔

延
之

傳
に

つ

い

て

は
、

「

庭
誥
」

が

傳
全

体
の

三

分
の

こ

を

費
や

し
て

長
々

と

引
か

れ

て

い

る
の

は
、

こ

れ
も

延

之

が

「

褊
激
の

性
」

だ

け
の

単

純
な

人

物
で

は

な

か

っ

た

こ

と

を

証

明
せ

ん
と
し

て

の

こ

と

で

あ

っ

た
。

　
『

宋
書
』

　「

百
巻
を

僅
か

兩
巻
に
よ
っ

て

判
断
す
る
こ

と

は

で

き

な
い

が
、

『

史
記
』

が

単
な

る
記
録
で

は

な
く

、

司

馬

遷
と
い

う
人

の

書
い

た

歴
史
で

あ
る
の

と

同
様
に
、

『

宋
書
』

も

沈
約
の

書
い

た

宋
の

歴
史
で

あ
っ

た

と
言
え

よ

う
。

注

（

1
）

或
い

は

「

臨
死

詩
」

に

は

二

種

類
の

も
の

が

傅
え

ら
れ
て

い

て
、

　
沈
約

は

『

宋
書
』

に

引
か

れ

て

い

る
よ

う
な
も
の

を

採
用
し

た
の

か

も

　
し

れ

な
い
、

と
い

う
こ

と

も
考
え

ら

れ
る。

も

し
そ

う
で

あ
れ

ば、

沈

　
約
は

何

故
そ
ち

ら

を
採

用
し

た
の

か
、

論
は

そ
の

方
向
に

進
ん

で

い

く

　
こ

と

に

な

る
が

、

し

か

し

當
時

二

種
類
の

「

臨
死

詩
」

が

存
在
し

た

　
こ

と

を

証
明
す
る
こ

と

は

難
し
い

。

（
2
）

「
『

宋

書
』

顔

延
之

簿
に

つ

い

て
」

は
『

中

国
中

世
文

学

研

究
』

54

　
に

發

表
し
た

。

（
3
）

稀
代
麻
也
子

喝
宋
書
』

の

な
か

の

沈
約
」

に

次
の

よ

う
に

あ

る
。

　
「

『

宋
書
』

に

お

け

る
『

恨

我
君

子

志、

不
獲

巖
上

混
』

と
い

う
結
び

　
は、

決
し

て

自

分
の

A
、

ま
で

の

生

き

方
を

後

悔
す
る
も
の

で

は

な
い

。

　
『

宋
書
』

の

臨
終
詩

は

自
分
の

生

を

力
強
く

肯
定
す
る

も
の

で

あ
っ

て
、

　
來
世

を

夢
見
て

人

生
を

精
算
し

切
り

捨
て

よ
う
と

す
る
も
の

で

は

な
い

　
の

で

あ
る

。

こ

の

詩
を、

沈

約
が

理

解
し
、

そ
の

理

解
に

従
っ

て

列

傳

　
中
に

位

置
づ

け
た

よ
う

に

読
め
ば

、

あ
く

ま
で

も

自
分
の

志
を

貫
い

た

　
褊
激
の

表

現

者
が
、

苦
し

み

ま

で

含
め
て

丸
ご

と

自

分
の

一

生

を

受
け

　
容
れ
て

い

た
こ

と

を
示

す

作
品
と

し

て
、

解
釈
の

可

能
性

を
広

げ
る

の

　
で

あ

る
。
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